
JP 2012-202008 A 2012.10.22

10

(57)【要約】
【課題】本発明は、装着した際には自然に湾曲する状態
が保持できて手にフィットして着用感が良く、物を掴む
際にも皺が指や掌に発生し難い手袋の編成方法と、その
編成により得られる手袋を提供することを目的とする。
【解決手段】横編機を用い、Ｓ２～Ｓ６に対して、更に
広い領域となる掌側のＢＢの編針ｅ～ｌで編成しないこ
とで、指袋２の編幅中心付近の掌側の編目を、両端部に
比べてより少なくしている。更に、Ｓ１２～Ｓ１４では
、Ｓ７～Ｓ９に対して狭い領域となる甲側のＦＢの編針
Ｅ～Ｊで編成する。その編成により、指袋２の編幅中心
付近の掌側の編目は、ほぼ対称となる形で両端部に比べ
て多くなる。ゲージが細かく、編幅が広く、編目が多け
れば、更に編成を繰り返す。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも前後一対の針床を有する横編機を用い、掌側の編目と甲側の編目が端部で連
結されて筒状に編成される関節部を備える複数の指袋と、該指袋と繋がり筒状となる四本
胴部を備える手袋の編成方法において、
　関節部では、少なくとも甲側の編幅の一部を、甲側の編幅中心が掌側の編幅中心に対し
てウエール方向の編目数が多い状態に編成する工程と、掌側と甲側を連結する状態で筒状
に編成する工程とを組み合わせて行うことを特徴とする手袋の編成方法。
【請求項２】
　前記関節部は四本胴部の位置にあって、少なくとも甲部の一部を編成し、甲部の編幅中
心が掌部の編幅中心に対してウエール方向の編目数が多い状態とすることを特徴とする請
求項１記載の手袋の編成方法。
【請求項３】
　横編機を用いて編成され、複数の指袋と該指袋とが繋がった四本胴部を有する手袋にお
いて、各指袋の関節部は、少なくとも甲側の指袋の一部で編目を編成し、甲側の編幅中心
に対して掌側の指袋の編幅中心では、ウエール方向の編目数が少ない状態で指袋の掌側と
甲側を連結され、該各指袋に繋がる四本胴部を、掌部と甲部の編目が連結する状態で形成
していることを特徴とする手袋。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手袋の編成方法および手袋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、手袋は掌側、甲側ともに扁平状に編成されており、装着すると指関節に皺や弛み
が発生していた。特許文献１では、甲側と掌側全体または各部の度目が相違するように編
成されているため、装着した際には自然に湾曲する状態を保持でき、従来のように長時間
使用していても手指が疲労しないことが示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実登３０５６９７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、編目の大きさの違いによる特許文献１とは異なる方法で、装着した際
には自然に湾曲する状態が保持でき手にフィットして着用感が良く、物を掴む際にも皺が
指や掌に発生し難い手袋の編成方法と、その編成方法により得られた手袋を提供すること
である。　
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、少なくとも前後一対の針床を有する横編機を用い、掌側の編目と甲側の編目
が端部で連結されて筒状に編成される関節部を備える複数の指袋と、該各指袋と繋がり筒
状となる四本胴部を備える手袋の編成方法において、関節部では、少なくとも甲側の編幅
の一部を、甲側の編幅中心が掌側の編幅中心に対してウエール方向の編目数が多い状態に
編成する工程と、掌側と甲側を連結する状態で筒状に編成する工程とを組み合わせて行う
ことを特徴とする。
【０００６】
　また本発明は、前記関節部が四本胴部の位置にあって、少なくとも甲部の一部を編成し
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、甲部の編幅中心が掌部の編幅中心に対してウエール方向の編目数が多い状態とすること
を特徴とする。
【０００７】
　さらに本発明では、横編機を用いて編成され、複数の指袋と該指袋とが繋がった四本胴
部を有する手袋において、各指袋の関節部は、少なくとも甲側の指袋の一部で編目を編成
し、甲側の編幅中心に対して掌側の指袋の編幅中心では、ウエール方向の編目数が少ない
状態で指袋の掌側と甲側を連結され、該各指袋に繋がる四本胴部を、掌部と甲部の編目が
連結する状態で形成していることを特徴とする手袋。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明では、各関節部で、少なくとも甲側の編幅の一部を、甲側の編幅中心が掌側の編
幅中心に対してウエール方向の編目数が多い状態に編成し、掌側と甲側を連結する状態を
組み合わせて形成することで、甲側が膨らんで掌側に曲がり、手指を自然な状態に湾曲さ
せることが可能となる。また、物を掴む際に更に曲がる関節部の掌側では、皺が発生し難
い。
【０００９】
　また本発明では、前記関節部が四本胴部の位置にあって、少なくとも甲部の一部を、甲
部の編幅中心が掌部の編幅中心に対してウエール方向の編目数が多い状態に編成する。そ
の為、物を掴んだ際にも皺が発生し難く、安定して物を掴むことが出来る。
【００１０】
　また、本発明による手袋は、物を掴む際に曲げる関節部でウエール方向の編目数を少な
くしていることで、皺が発生し難くい。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例として示す手袋１の概略図である。
【図２】本発明の実施例として示す手袋１の指袋２Ａの編成図である。
【図３】図２に続く本発明の実施例として示す手袋１の指袋２Ａの編成図である。
【図４】本発明の実施例として示す手袋１の四本胴部４の編成図である。
【図５】本発明の実施例として示す手袋１の指袋２Ａの関節部において、ウエール方向に
差を設ける変形例を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施例として、手袋１の説明を行う。編成に使用する横編機は、前後一
対の針床を備えた２枚ベッド横編機であり、後針床ＢＢが前針床ＦＢに対してラッキング
可能で、針床の上方に複数の給糸口を有するものである。また、編成される手袋１はすべ
て平編みで編成する。編成図では、説明の便宜上、針数を実際の編成よりも少なくしてい
る。
【実施例】
【００１３】
　図１は、本発明の実施例として示す手袋１の概略図である。（ａ）は手袋１の甲側を、
（ｂ）は手袋１の掌側を、（ｃ）は手袋１の側面を示す。手袋１の編成は、各指袋２を指
先から順次編成し、甲部６と掌部７が両端で連結された四本胴部４、５本胴部５を編成す
る公知の方法で行う。実施例では、図１の人差し指用指袋２Ａと四本胴部４を用い、本発
明により関節部３(甲側関節部３Ｆ、掌側関節部３Ｂ)を自然な状態に湾曲させる編成方法
と、掌部７に皺が発生し難いようにする編成方法の説明を行う。
【００１４】
　図２、図３は、本発明の実施例における手袋１の人差し指用指袋２Ａの編成図である。
手袋のため指袋２は、図１で示す人差し指用指袋２Ａ以外の残りの４本についても同様の
編成を行う。編成図では、図中左側の数字は編成ステップ（Ｓ）を示し、左右方向の矢印
は編成方向を示し、ＦＢは前針床を、ＢＢは後針床を示す。大文字のＡ～ＰはＦＢの編針
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を、小文字のａ～ｐはＢＢの編針を示す。また、丸印はその編成ステップで形成される編
目を、Ｖ印はタック目を示す。尚、その編成ステップでの編成に関係せず、編針に係止さ
れたままの編目については図示を省略する。
【００１５】
　図２、図３で示す編成ステップＳ１～Ｓ１６について説明する。図２のＳ１では、手袋
１の人差し指用指袋２Ａの第１関節での筒状編成を示し、ＦＢで甲側関節部３Ｆ、ＢＢで
掌側関節部３Ｂを編成する。給糸口２０をキャリッジ（不図示）により左右に移動して、
ＢＢの編針ａ～ｐと、ＦＢの編針Ｐ～Ａで新たな編目を形成する。つまり、人差し指用指
袋２Ａの掌側と甲側を連結する状態で筒状に編成する。
【００１６】
　Ｓ２では、右方向にＢＢの編針ａ～ｄで編目を形成する。Ｓ３では、左方向にＦＢの編
針ｅにタック編成を行い、ＢＢの編針ｄ～ａで編目を形成する。Ｓ４では、右方向にＦＢ
の編針Ａ～Ｐで編目を形成する。Ｓ５では、左方向にＢＢの編針ｐ～ｍで編目を形成する
。Ｓ６では、右方向にＢＢの編針ｌにタック編成を行い、ＢＢの編針ｍ～ｐで編目を形成
する。ＢＢで折り返し、その間の掌側のＢＢの編針ｆ～ｋで編成を行わず、甲側では、編
幅全ての編目が編成される為、指袋の編幅中心において掌側に対し、ウエール方向の編目
数が多い状態となっている。
【００１７】
　Ｓ７では、左方向にＦＢの編針Ｐ～Ｆで編目を形成する。Ｓ８では、右方向にＦＢの編
針Ｅにタック編成を行い、ＦＢの編針Ｆ～Ｌで編目を形成する。Ｓ９では、左方向にＦＢ
の編針Ｍにタック編成を行い、ＦＢの編針Ｌ～Ａで編目を形成する。甲側のＦＢの編針Ｅ
～Ｍ間において増し目を行い、編針Ｅ～Ｍ以外の編針で編成される編目に対し、ウエール
方向の編目を２コース分多くしている。甲側は、ここでも指袋の編幅中心において、掌側
に対してウエール方向の編目数が多い状態となっている。
【００１８】
　図３のＳ１０では、右方向にＢＢの編針ａ～ｃで編目を形成する。Ｓ１１では、左方向
にＦＢの編針ｄにタック編成を行い、ＢＢの編針ｃ～ａで編目を形成する。Ｓ１２では、
右方向にＦＢの編針Ａ～Ｊで編目を形成する。Ｓ１３では、左方向にＦＢの編針Ｋにタッ
ク編成を行い、ＦＢの編針Ｊ～Ｄで編目を形成する。Ｓ１４では、右方向にＦＢの編針Ｅ
にタック編成を行い、ＦＢの編針Ｆ～Ｐで編目を形成する。更に左方向にＢＢの編針ｐ～
ｎで編目を形成する。Ｓ１５では、右方向にＢＢの編針ｍにタック編成を行い、ＢＢの編
針ｎ～ｐで編目を形成する。掌側では、編幅の一部となるＢＢの編針ｅ～ｌで編成を行わ
ずにウエール方向の編目を少なくし、甲側では、ＦＢの編針Ｄ～Ｋ間において増し目を行
い、編針Ｄ～Ｋ以外の編針で編成される編目に対し、ウエール方向の編目を２コース分多
くしている。掌側と甲側のウエール方向の編目差が大きくなり、指袋２がより湾曲する状
態となる。
【００１９】
　掌側のＢＢの編針ｅ～ｌで編成を行わないことで、指袋２の編幅中心付近の掌側の編目
を、両端部に比べてより少なくしている。更に、Ｓ１２～Ｓ１４では、甲側のＦＢの編針
Ｄ～Ｊで編成して増し目する。その編成によりウエール方向の編目が両端部に比べて多く
なる。ゲージが細かくて編幅が広く、編成する編目が多ければ、作用効果が少ない為、更
に同様の編成を繰り返して作用する編目を増やし、突っ張りや皺を減少させる。Ｓ１６で
は、Ｓ１と同様にＦＢの編針Ｐ～Ａと、ＢＢの編針ａ～ｐで編目を形成し、指袋の掌側と
甲側を連結して筒状に編成する。
【００２０】
　本実施例では、掌側で折り返して編成し、指袋２の掌側で編成する編目を増減すること
で、糸素材による伸びや編幅の目数に応じた編目の増減調整が可能となる。本実施例では
、コース方向の編目数の増減の差を1目としたが、２目、３目と段差を広くすれば、角度
が緩やかになり指袋の曲がりも小さくなる。
【００２１】
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　図４は、本実施例における手袋１の四本胴部４の編成図である。四本胴部４の一部で編
目を編成せず、甲側と掌側の編目に差を設けることを編成ステップＳ１～Ｓ１０で説明す
る。Ｓ１では、ＦＢで甲部６、ＢＢで掌部７を編成する。給糸口２０を左右に移動して、
ＢＢの編針ａ～ｐと、ＦＢの編針Ｐ～Ａで編目を形成する。つまり、四本胴部４を、甲部
６と掌部７を連結する状態で筒状に編成する。
【００２２】
　Ｓ２では、右方向にＢＢの編針ａ～ｈで編目を形成する。Ｓ３では、左方向にＢＢの編
針ｉにタック編成を行い、ＢＢの編針ｈ～ａで編目を形成する。Ｓ４では、右方向にＦＢ
の編針Ａ～Ｐで編目を形成し、左方向にＢＢの編針ｐ～ｍで編目を形成する。Ｓ５では、
右方向にＢＢの編針ｌにタック編成を行い、ＢＢの編針ｍ～ｐで編目を形成する。Ｓ６で
は、左方向にＦＢの編針Ｐ～Ａで編目を形成し、右方向にＢＢの編針ａ～ｆで編目を形成
する。Ｓ２～Ｓ６では、ＢＢ側で折り返し、その間の掌側のＢＢの編針ｊ，ｋで編成を行
わないようにしている。
【００２３】
　Ｓ７では、左方向にＢＢの編針ｇにタック編成を行い、ＢＢの編針ｆ～ａで編目を形成
する。Ｓ８では、右方向にＦＢの編針Ａ～Ｐで編目を形成し、ＢＢの編針ｐ～ｋで編目を
形成する。Ｓ９では、右方向にＢＢの編針ｊにタック編成を行い、ＢＢの編針ｋ～ｐで編
目を形成する。Ｓ１０では、左方向にＦＢの編針Ｐ～Ａで編目を形成する。Ｓ７～Ｓ１０
では、編成を行わない領域がＳ２～Ｓ６に対して、右から左方向に向けて移動している。
同様の編成を繰り返すことで、四本胴部４において物を掴む際に皺が発生しやすい領域の
編目を、位置をずらしながら減らしている。物を掴む際に掌部７の皺も発生し難くなる。
突っ張りやすい素材などでは、更に甲部６に増し目して甲部６と掌部７の差を大きくすれ
ば良い。
【００２４】
　図５は、本発明の実施例における手袋１の指袋２Ａの関節部３において、ウエール方向
に差を設ける変形例を示す概略図である。図中、ＦＢは前針床で甲側を、ＢＢは後針床で
掌側を示し、各針床で編成する領域を示す。編成する領域はハッチング部分で示す。図５
（ａ）では、掌側の編成を一旦休止し、その間に、甲側で、指袋の編幅中心を境に略対称
の形で折り返し編成を行う。甲側に編目を多く形成し、膨らみ部分としている。また、図
５（ｂ）では、掌側の編成を一旦休止し、その間に、甲側で、指袋の編幅中心を境に略対
称の形で折り返し編成を行って、甲側に編目を多く形成し、膨らみ部分としている。尚、
ウエール方向に差を設ける手段として、図５では前後一方の編目列（ＦＢ側）のみ編成す
る形で、編目差を設けているが、本実施例では、前後一方と他方の編目列（ＦＢ側とＢＢ
側）を編成しながら、ウエール方向に編目差を設けている。
【００２５】
　尚、本実施例では、手袋１は平編み組織での編成を示しているが、甲部などで、コース
方向にミス編成をニット編成と交互に行い、メッシュ状にして、通気性を高めても良い。
また、コーティング手袋の原手として使用しても良い。例えばゴム系の樹脂コーティング
を使って手袋を固めると、編糸による伸びがなく、一般的な手袋の形状では手指が直線的
な為、曲げによる皺や突っ張りが発生し易い。自然に手指の湾曲が形成される本発明によ
る手袋では、物を掴む際に更に加わる関節部３の曲がりが少なくてすみ、皺や突っ張りが
発生しにくい。
【００２６】
　さらに本実施例では、指袋の先端を開口しても良く、親指を除く指に対して適用するな
ど、部分的な適用でも良い。また、必要な手袋の形状にする為、それぞれの関節部３に対
し、個別に指袋の曲がる度合いを調整しても良い。例えば、親指から小指に向けての各指
袋における関節部３への本件の適用を徐々に拡大（実施回数、曲げ角度）していくことで
、人差し指の曲がりが浅く、小指が最も指袋が曲がった形となり、物を掴む際にしっかり
と物を掴むことができる。さらにまた、編成する方向は指袋２から手首方向であるが、逆
方向にしても良い。本発明の主旨に逸脱しない範囲において、実施が可能である。
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【符号の説明】
【００２７】
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　手袋
２　　　　　　　　　　　　　　　　　　指袋
３　　　　　　　　　　　　　　　　　　関節部
４　　　　　　　　　　　　　　　　　　四本胴部
２０　　　　　　　　　　　　　　　  　給糸口
　　　　　　　　　　　　
 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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